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　列車食堂営業については、1899年に開始されている（太平洋戦争前後ほぼ10年間は休
業）にもかかわらず、その全貌を詳述した記録はありませんでした。その背景には、

日本人が古来食事について語ることを避ける心情と傾向があることと無関係でないか

も知れません。明治30年代に外食産業の花形として生まれた列車食堂営業も、またそ

の例にもれないとも思われます。

　一方で、同じように鉄道とともに生きている駅売り弁当は、ポピュラーな存在と認

められ、コンパクトな、郷土食の延長としてもてはやされ、時代とともにマスメディ

アにとりあげられ、多くの出版物が発刊されて興味ある記録が綴られています。これ

に対し、列車食堂についてはなおざりにされてきました。その理由のひとつに、鉄道

当事者が直接に旅行者への食事サービスを行わなければならない性格の業務でありな

がら、その道のエキスパー卜でもないのに、単に営業代行技能者の指導・監督・管理

を間接的に行い、企業の経営と運営の実態を把握できないまま、世間に向かってのア

ピールや前向きの問いかけをすることがないからかもしれません。

　列車食堂営業者もまた、鉄道みずからが直接行うべき業務を鉄道に代わって行って

いるという意識から芽生える遠慮があるのか、マスコミにとりあげられることは本家

の鉄道に迷惑をかけるおそれはないかという心配をしたりして、その実態・実像を示

すことをはばかってきたようです。

　その結果、世界的にもたぐいまれなサービス機能を発揮し、世界的にも誇ることの
できる日本の列車食堂営業──それを支え長きにわたってこの業に専念・従事し生活

の場を重ねてきたのべ100万人に達する就労者の汗の歴史は、固く閉ざされたままな

のです。

　私は1963年（昭38）から1989年までの27年間にわたる列車食堂営業にかかわり、その

体験とその間に集めた資料などをベースに列車食堂営業史の記述にいたりました。本

書は1994年7月～97年5月まで、鉄道の将来を考える専門誌『鉄道ジャーナル』に連載し

たものをもとに書き直したものです。食堂車で働いた多くの人たちへの労苦をしのぶ

と同時に、外食産業のリーダーシップを担ってきた列車食堂営業のこれまでの姿をみ

なさんに知ってほしいのです。また、各章で引用した文献は時代的に古いものが多

く、原則的には原文を尊重していますが、読みにくいと思われるところに関しては一

部わずかに修正を加えていることをお断りしておきます。

　なお、この営業史にかかわる資料提供者である多くの先人、諸兄姉には深い謝意

をささげるとともに編集作業でお世話になった鶴通孝、塚本雅啓氏にお礼を申し上

げます。

はじめに

　かわぐち　つとむ
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1-1.事始めは山陽鉄道（山陽本線）

　日本における食堂車の創設・創業の時日については1899年（明32）以前とする説もある

が、確たる史実も証拠もない。ここでは定説にしたがって、日本の鉄道に初めて食堂
車が登場したのは1899年5月25日、当時の民鉄では最も規模が大きく、斬新な企画を進

め革新の気運がみなぎっていたといわれる山陽鉄道であるという説にしたがうことと

する。

　山陽鉄道は、開業当初から瀬戸内航路の汽船との競争にさらされていたので、旅客

サービスの向上、運転速度の上昇を図ることで経営を安定させたいという考えをもっ

ていた。食堂車ないしは食堂つき車両の誕生も、そうした競争意識から生まれたもの

といえる。

　同社は1894年（明27）6月10日から神戸─広島間に「急行」と名づけた列車を初めて運行

したが、機関車を除く車両はすべて自社の兵庫工場で製造した3軸ボギー車（自重18～

21.6t）で、うち1等寝台食堂車（一般的名称では、寝台つき1等客車）の客室は、寝台縦列

上下2段16人、食堂室8人対応のいわゆる合造車であって、調理室らしい体裁をととの

えているとはいえなかった。

　車両は、史実にあるように日本人の設計（野上八重治）による独創的な純国産であ

り、アメリカの車両を参考にしてつくられたようだった。1903年（明36）に発刊された

『帝国鉄道協会報第1号』の53ページにこの車両に関する記述がある。

1.明治時代
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　記事のタイトルは『SLEEPING CARS OF SANYO RY.CO』とあり、山陽工場製寝台車

と読みとれる。車体寸法の記載につづいて記述された『FRAME』の項には「車体も同じ
ようにアメリカの一例をとり……」ということで、車両の区画をみると中央部には食

堂車にとって必要不可欠な給水槽が設けられている。初期の食堂車としては十分な配

慮で、食事サービスの万全を期す設計にしたものといえる。

　車両史を調べると、この食堂室をもつ車両があくまでも寝台車という分類であるこ

と、さらに驚いたことにSLEEPING CARは形式符号が117号であって、1等合造車1227

号と1229号をあわせた3両がセットで列車運用に入っていたことなどが分かった。

　一方、営業面では、当初の食堂車経営は山陽鉄道の直営であった。しかし、汽船会

■1900年頃山陽鉄道で活躍した機関車

（スケネクタディ製89号機）

■山陽鉄道117号寝台食堂合造車

■山陽鉄道
1227・
1229号
寝台食堂合造車
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1.明治時代

社から招いた調理技術や旅客へのサービス対応が末端まで行きわたるまで時間がか

かった上に、赤字であったため、のちの営業者となる「みかど」に任せたのである。

　当時「自由亭ホテル」と称した、のちの「みかど」が正式に列車食堂営業者となるのは

1901年（明34）4月からである。

●「みかど」の成り立ち
　駅構内のレストラン営業で知られる「みかど食堂」がこの「みかど」の前身である。同

社が1956年（昭31）に作成した広報誌をかねた『構内営業に従事せる頭初より今日に至る

沿革報告』に創業当時のことが記されている。少し長文ではあるが、明治の空気に接

してみよう。同社はもちろん列車食堂の営業の草分けであり、貴重な資料である。原

文に沿って紹介することにしよう。

（1）創業した年月日

　明治22年3月、自由亭ホテルとして神戸市宇治川筋に創業し内外人貴顕の利用する

純粋なる洋式ホテル形態をもって営業を開始する。

　明治31年6月、山陽鉄道株式会社が直営して居た列車食堂部を委託経営するに当り

洋式ホテル業者の資格をもって選考せられ自由亭ホテルの兼営で鉄道の列車食堂を営

業開始し、国有鉄道に移りても創業者として引続き経営に当った。

（2）営業開始を許してくれた役所または会社

　イ）列車食堂認可業者として認許されたのは山陽鉄道株式会社であり、当時、我国
の鉄道に於いて列車食堂を有するのは山陽鉄道株式会社のみであった。

　尚、明治39年当時の国有鉄道法に依る買収に依り、鉄道院としての食堂車営業許可

●表1 山陽鉄道下り列車時刻表
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と読みとれる。車体寸法の記載につづいて記述された『FRAME』の項には「車体も同じ
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ならっての軍備拡張の国是に従った兵員輸送という目的も持っていた。国営の官設鉄

道に加えて主要幹線網の国家買収は国土防衛策にもとづくもので、1906年（明39）鉄道

国有法による大規模な国有化が進められていくのである。

　明治時代における主要各鉄道で列車食堂を経営した営業者、あるいは食堂車に準じ

た列車内食事サービスについて紹介していくこととするが、明治から大正にわたる営

業者の創業一覧を17頁表2に示しておく。

1-2.官設鉄道の列車食堂の始まり

　官設鉄道（後の東海道本線）の列車食堂営業が始まったのは1901年（明34）12月15日で

ある。明治政府の国家指標の「富国強兵」の旗じるしに呼応して、鉄道建設もまた、進

展の道を走るのである。

　軍と官僚によって運営された鉄道が全国にひろがっていく一方で、鉄道の明治30年

代はそれまでの好況期を過ぎて少しずつ企業にかげりが見え、反省期に入っていく。

官設鉄道においての、当時の有名な関西鉄道との並行区間である名古屋─大阪間での

無駄なサービス合戦や運賃割引競争も、やはり経営悪化がその尾を引いたもので、経

営不安の打開策として旅客サービスに努めていることが多くの鉄道史によって語られ

ている。

　こうした時代的背景下にあって明治の官設鉄道も、政府の庇護から脱皮しようと、

1897年3月民部大蔵省のま
るがかえから27年後に、

逓信省鉄道作業局として

衣替えを図ろうとしたよ

うである。

　参考までに当時（1902年

期、明35）の官設鉄道は、

1 , 2 2 7 マイル、民鉄は

3,010マイルで、官1民3の

割合で路線が確保されて

いた。

●営業開始のいきさつ
　列車食堂の営業に関し

■1901年に営業開始した官鉄（鉄道作業局）の食堂車内

（のちのホワシ5070号／鉄道作業局作成の海外向け英文絵葉書より）
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1.明治時代

■日本鉄道の2軸客車

■日本鉄道の1等寝台食堂合造車いろ61～66号

われて罷める訳にもゆかず、随分苦しい思いをした。その内、上野駅、青森駅等の各

構内に出店を、又仙台駅楼上には食堂を許可して、若干の利益を得られるようにして

呉れた。

　其後、鉄道は国有となり、時代の進運に伴って、食堂を利用する乗客も漸次増加し

経営方針も亦大衆向きに力めた結果、商売も大に繁盛するようになり、後年鉄道省か

ら表彰される丈の実績を挙げるようになったのである」

　「範を欧米に採り」の意について、取材時の仙台ホテル社長はこう説明する。

　「食堂車でお客さまに提供申し上げたお料理の基礎習熟につきましては、伝承では

ございますが、明治30年（1897）初期に仙台港を築営する明治政府の計画にそって、事

前に牡鹿半島の萩の浜に出張所を設けていた日本郵船さんから手ほどきを受けたそう

です。曽祖父からのまた聞きですが、関西・東京を離れて遠隔の地、仙台では西洋料

理習得は意のままにならなかったようで、当時の仙台ホテルが列車食堂営業以前に技

術指導を日本郵船さんからいただいたことは確かのようでございます」
　経営面についても「……その為めに商い高が少なく、使用人や其他の雑費が嵩み毎

月欠損を免れなかった。そこで……」とあるように営業料金の免除にいたるらしい。

　なるほど特定高級将官、貴紳、大商人がわずかな食堂利用者であってみれば、コス

ト高はさけて通れるはずもなく、当初の食堂車経営受託の形式がどうであれ、日本鉄
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れにあたっていた。

　仙台ホテル伯養軒には、当時の列車食堂営業承認書に準ずる史料が残る。

　文面は、上野─青森間直行列車内食堂に関する冥加金（営業料金）についてである。

仙台ホテルが申し出た冥加金免除について、1904年（明37）1月から6月までの半年間を

免除する旨の日本鉄道営業部からの回答文書によって、東北本線において食堂車営業

が行われていた確証が得られる。このころも、食堂経営は極端にきびしいものがあっ

たらしく、食堂車の営業事始めをふくめて地元紙──河北新報が1940年（昭15）に発刊

した『大泉岳陽翁小傳』（岳陽氏は2代大泉林之丞のこと）にその様子が窺える。この著書

は、仙台市商業発展史ともいえる内容となっていて、その仙台ホテルの章の文章を引

用する。

　「……明治三十六年には、上野青森間の鉄道食堂列車を仙台ホテルで引受けて営業

を開始した。……（略）

　其頃の食堂列車は、今の食堂列車の半分位で万事は会社命令の指示下に行われたも
のだが、範を欧米に採り、食事は朝、昼、晩共すべて洋食であった。併し乗客は、洋

食の名前さえ知って居る者は稀で、地方の地主や大商人などでも、日の丸弁当持参で

汽車に乗るという時代であったから、京阪地方の人々は別として、東北地方の一般大

衆には甚だ不向きであった。その為めに商い高が少なく、使用人や其他の雑費が嵩み

毎月欠損を免れなかった。そこで幾たびか日本鉄道会社に解退を申出たのだが、会社

の方からは『その中に何とか埋合せをするから今半年の辛棒を、今一年の辛棒を』と言

■明治30年代中頃の日本鉄道の2軸客車

当時の東京・田端付近を走っている（交通博物館提供）。
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2.大正時代

■“みかど”の営業品目・価格と品目別原材料の量目
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　下って1917年（大6）5月12日には鉄道公報通報「食堂車営業に関する命令書」改正を発

し、内容は契約書を主文とする文書であり、契約事項の内容は全24条に盛り込まれ、

時系列的には次のようなものがある。

①1909年（明42）9月16日以前は諸達により規制。②総裁達第785号「食堂車に関する取扱

手続」1909年（明42）9月16日付。③鉄道院公報第1426号「食堂車に関する命令書改正」1917

年（大6）5月12日付。④

総裁達第409号「列車内

営業に関する取扱手

続」1925年（大14）5月20

日付。

　ここに命令書にそっ

て営業者から提出され

た願い出を「みかど」の

例で示しておく。

　鉄道法によって整

理・統合された官設鉄
道の列車食堂連結列車

群は、明治時代の官設

●表9 1923年（大12）までの食堂車連結列車の概要

■“みかど”が提出した「営業継続願」の写し
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2.大正時代

■ナロシ17770形
1912年（明45）

■オロシ17750形
1912～13年
（大1～2）

■ナシ10370形
1918年（大7）

■ナロシ10400形
1919年（大8）
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た）が、当時の列車は旅客を輸送することと同時に郵便物・手荷物もあわせて運送す

る目的をもっていた。こうした事情により編成客車が長大であっても、旅客定員は少

なくなる結果が生じている。

　京都─下関間41・42列車の場合では、編成12両に対し、1/3の4両は郵便車・荷物車

となっていて、実車定員は8両で589席（1両あたり75人以内）でしかない。

　1列車あたり旅客定員最大数を表11右段に記した。なお、この最大定員は上下列車

で異なる場合もあるが、ここでは多い方を記している。

●大正時代の新製食堂車
　明治時代における食堂車の形式・構造は洋食を主体としていたので、基本的には純

洋風の食慣習にマッチするような体裁で終始している。しかし、前述したように1906

年（明39）4月から東海道本線の3等急行列車運転開始で和食堂車を連結した際の様式

は、利用者が窓に向かって座る長テーブル方式である。客回転がスムーズで食皿を並

べるサービス面では好評な反面、長時間にわたってゆっくり飲食したい向きには不評

を買ったという。

　大正末期にいたるまでの和食堂車は2軸ボギーで製造され、洋食堂車は3軸ボギーを

基本構造として使用されているが、3軸ボギー車は高速度運転に耐えられる、動揺安

定を図ることができるという考え方から成り立っているようである。すべての客車は

機関車によって牽引される付随車であり、当時の車両は耐用期間も長く、車室内の改

装・改造は常識とされていた。

　ところが国有化における客車の混用、食堂車の劣化に備えて鉄道院では反省の気運
に目覚めたのか、1910年（明43）、ボギー車の基本形式を統一することとなり、中型ボ

ギー食堂車の量産を図ることとしている。構造的には、連結面間の長さが2軸ボギー

車では16,802mm　3軸ボギー車では19,983mm、車幅は2,591mmとし、これらの食堂車

はそろって1919年（大8）ごろまでに製造されている。

　この当初構想にしたがって誕生したのが、1912年（明45）以降にみるようなナロシ

17770形式、オロシ17750形式などで、1917年（大6）までの間に大井・大宮・神戸・苗穂

工場で新製されている。73頁図がこれに相当する車種である。

　1924年（大13）3月、旅客課長木下淑夫は洋風食事に固定した概念でサービスすること

に疑念をもつ一方、旅客からの要望、営業者からの意見を聴取して食堂車の規格化を

図ることとし、和食堂車については各営業者からの要求を組み入れることにした。

　食堂車が大型化したこともあって、和食を提供しても業務に何ら支障することなく

サービス対応が図れるようにするため、1925年（大14）以降はそれまでの窓側縦列方式

の和食堂車新製を廃している。ナシ20350形式やオシ27700形式（75頁図）はその後の解
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傾向有之候趣ヲ以テ之ガ値下方営業人ヨリ申出有之候ニ付テ之ヲ認メ」とあって、不

況の余波を素直に認め、高価な販売価格の改訂（値下げ）について重い腰を上げざるを

えなくなっている。

　さらに、1929年（昭4）9月9日にいたって、食堂車の取扱い品目およびその価格体系に

ついて洗い出しを行った結果、洋食堂車では一品料理10品目について各5銭までの値下

げと、和定食の価格を朝・昼・夕食の全品均一の40銭に改め、翌10日から実施された。

　市価にくらべて割高に設定されてきた食堂車の販売価格が、改められたのである

が、運輸省が発した改訂事由は、「業者別又ハ線別ニ依リ其ノ料金ヲ異ニセル為メ往々

旅客ニ迷惑ヲ及ボセルノミナラズ定食内容ノ如キハ徒ラニ形式・体裁ニノミ囚ハレシ

嫌有之候ニ就テハ旅客ノ便宜上之ガ料金ノ統一ヲ計ルト共ニ低廉ナル料金ニテ大衆向

ナル実質本位ノ定食ヲ提供スルハ最モ時宣ニ適シタルモノト思考被致候ニ付」と達第

698号で弁明している。

　昭和の幕開きである1927年（昭2）の列車食堂営業収支を運輸局資料から拾い、表24
に、92頁の表20と同様にまとめたので参考に供したい。

　鉄道収入もまた、それまでの好調な歩みから一転して減収となって、さまざまな打

開策が講じられた。そのひとつに快速性を目玉とした愛称名つき優等列車群の設定が

あった。1929年（昭4）9月15日時刻改正のときである。〈富士〉  〈桜〉  〈燕〉などと命名さ

れた昭和初期を代表する列車は、不景気巻き返しの鋼製化（正確には1930年4月以降）車

両組込みであった。鉄道省苦肉の料金収入増加策でもあった。

　編成車両はミキ20＋スハニ31＋スハ32＋スハ32＋スシ28＋スロ32＋スロ34＋マイネ

■旅客への知名度徹底のため愛称が付けられた特別急行列車は昭和初期に誕生（交通博物館提供）
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■食堂車が最も成長した時期のナシ20のにぎわい

　食堂車の営業収入は、1959年（昭34）をベースに対1961年の営業係数は例のない上昇

を見せ、じつに1.4倍となっている。1962年（昭37）上期では6月10日に加わった大日本

食堂（のちの聚楽）の20日間のみの営業成績を加えて、3年後には2倍に達する驚異的な

売上増を示すにいたる。

　当時の支出を各営業者の決算

期で洗い出してみると、次のよ

うな結果となっていた。経費の

費目別では、材料費が47.2％から

68.2％、人件費が19.2％から31.1

％となり、事業内容の性格から

材料比率は一般飲食業にくらべ

て高く、全般的には収益性は高

くなかった。

　費目別でみる人件費率は、他

●表34 営業者別支出額

●表35 1961年（昭36）度の営業者別
　　　　1ヵ月平均人件費
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●列車内サービス体制の整備
　新幹線網の計画と実施は、全国路線網に幾多のひずみを生じさせていた。路線網が

ふくれあがっていく過程で、旅客への食事サービス体制は、線区別には営業体系に混

乱をみせざるを得なくなった。列車内営業のあり方に具体的な調整を行うべく、国鉄
は将来方向について、次のような見解を地方機関に指示している。

　「構内営業の承認に関する標準について、旅事第632号昭和43年9月30日施行（前文）昭

和43年10月、列車ダイヤの大改正が行われ、特急・急行などの増発により対象列車が

増加したが、経済の高度成長に伴い、労働市場における要員需給のアンバランスがし

だいに増大し、車内販売員の確保も困難になった。このため、営業分野の一部調整を

ともなうとともに上記タイトルの指示を行い、安定した業務の円滑化をはかりたい」

として、下記を制定するのであるが、「対象列車」という字句は食事サービス等を行う

べき列車のことで、要員需給のアンバランスについて解説すると、当時中央本線急行

ビュフェが3月採用で4月から実働という体制にあったものが、沿線精密工業に十数名

がコンバートされてしまうという事態があり、一部列車でビュフェ休業までひき起こ

すような場面となったことをいう。

（以下、本文抜粋）

　「1．列車内立売営業の承認をする場合

　（1）次に掲げる時間帯の1を通して運転する急行列車については、営業分野の定める

ところにより、弁当及び茶類の販売を行わせること。

■昭和40年代の在来線481形食堂車の光景

始発駅出発時の車内整列（下）と厨房（右）日本食堂広報誌から。
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た一方で、列車食堂営業者の経営悪化の問題が浮上してきた。

　旅客のニーズに円滑、積極的に応えることで始められた車内販売は、食事の選択幅

を増やし、一時的に列車食堂営業者の売上を好転させたが、思わぬ落し穴があった。つ

まり、利益幅の大きいビュフェの売上が減少し、マージンの低い駅弁当取次（買取りま

たは委託販売方式）売上が増加したことにより、採算面で問題をおこしたのである。こ

のため、列車食堂営業者は、ビュフェでの売り上げを伸ばし、沿線駅弁当業者調製の

取次量を少しでも減少させて安定経営を目ざそうとした。ところが旅客側では、駅売

弁当を買ったつもりがビュフェ業者の料理弁当であったりすると、食事サービスの不

満を高めることにもつながった。和食を期待したのにフタを開けてみれば洋風料理で

口に合わないという苦情も頻発した。

　しかし、時代の流れは変化した。若年層が和食中心の駅売弁当に魅力を感じなくな

り、その需要が目に見えて退潮していった。列車内の食事選択も変容を示し、駅弁

ブームは去りつつあった。戦後ほぼ30年の間に米飯食一辺倒のさまは塗り変えられた
のである。

●列車食堂営業の発展と消長
　東海道新幹線の開業を期して、南北縦貫主幹線はもとより、その他線区も総花的に

整備を図ってダイヤ改正があいついだ。しかし、それにつれて地方支線区では列車食

堂の経営を放棄せざるをえない情況が続いた。

　1949年（昭24）9月にわずか4個列車だった食堂車連結列車は、1956年（昭31）年11月に

36列車、1961年（昭36）10月にビュフェ車も加えて110列車、1965年（昭40）10月時点では
すでに新幹線ビュフェが一挙に加わっており263列車、1970年（昭45）10月に513列車と

急成長、1973年（昭48）9月改正時点で531列車を数えピークとなった。

　このピーク時の列車食堂営業関係就労者の全体数を、日本食堂における1973年上期

従業員数7,294名を基礎として推定すると次の結果を得る。ただし、当時は関係就労者

数について全11社からその報告を求めなかったのに加え、当時の食堂車・ビュフェ連

結列車531個列車には、ほかにも弁当などの車内販売専用会社が20社ほど参加している

ので正確な実数は掌握できない。

　この時点における日本食堂は、食堂車のほか駅食堂、駅売店などを併営している

が、少なくとも約85％が列車食堂に従事したとみている。なお、同社が経営した食堂

営業のシェア67％（新幹線92本、在来線264本）を基礎とすると、

　　7,294人×0.85×100/67＝9,254人となる。

　この実数は一定点での総数であり、短期間にかぎり就労した要員数は除かれる。
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に改め、組織の改革を行った。J.Dの呼称としてスタートする目的は、従来イメージか

らの脱却、より高度な統一された新しいサービスヘの挑戦、新しい車内サービスの取

組、呼びやすさと使いやすさの追求――であった。

　こうしてJRおよびJ.Dがスタートした翌年、1988年（昭63）3月13日、青函トンネル開

業日にJRはダイヤ改正を行った。このとき、青函トンネルの前途を祝賀する方向で、

首都圏と北海道を結ぶ上野―札幌間寝台特急〈北斗星〉3往復が登場する。同列車は国

鉄時代には類を見ることのないアコモデーションをもつ豪華列車である。

　同列車の食堂車営業にさいして、同区間内にデポ数施設をもち、営業遂行が可能な

営業者は日本食堂をおいてほかになく、計画を煮詰めるだけの経験と技能を有してい

たのも、また同社であった。

　当初計画が具体的な形として提案されたのは1987年6月2日のことで、JR東日本の構

想を受けとめる形で計画が進行する。計画段階の名称「青函ブルトレ」は、列車番号1・

2列車の車両配属をJR北海道、3・4列車および5・6列車をJR東日本受け持ちとしてい

る。なお、3・4列車は当初、多客期運転の季節列車で、食堂車も不連結であった。し

たがって、食堂車連結の2往復列車について記述すると、10両の編成中、特殊車両とし
て5号車にシャワー室2室を設けたロビーカー、6号車に食堂車を連結する方針とした。

　食堂車営業については、食事利用をすべて予約制とし、旅客任意の利用は食事時間

■寝台特急〈北斗星〉のゴージャスな室内
食事利用は予約制とし、利用時間も一定として入れ替え制にした。
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食堂車の開業以来営業を続けてきた都ホテルは、赤字続きで今年3月に撤退、帝国ホ

テルもいずれ営業をやめようと準備をすすめている。今後、新型車両に切り替わる度

に、酒のつまみや弁当をコンビニエンスストア方式で売る「カフェテリア」にかわるこ

とになる」とある。JR東海の弁としては「東京―新大阪間は時間的にもはや食堂車を置

く理由は少なく、博多までの長距離列車にしぼって営業していきたい」とあるが、一

方には「食堂車のようなくつろぎの空間がぜひ必要……食堂車を残してもらいたい」と

鉄道評論家の談がのっている。

　ほぼ100年にわたって育まれてきた栄誉ある日本の列車食堂営業も、独自の文化・

伝統のような永続性は失われようとしていた。昭和から平成へ改元された一つの時代

の区切りに、列車食堂営業の幾度かの抜本的な人気回復策も旅客のニーズの前に打ち

砕かれようとしていたのである。

　東北新幹線にあっても、1991年3月8日からカフェテリアが営業を始めている。この

カフェテリアは、2階建て車両の1階部分に設けられたもので、列車はすべて〈やまび
こ〉が基本となっている。営業担当はすべてJ.D（日本食堂）とし、飲食品・みやげも

の・書籍・雑誌など137品目でスタートした。週末の夕方から夜間に運行する列車が

特に好調ながら、サービス要員は2人で対応している。売上高はビュフェとほぼ同等

であり効率面にすぐれたものといえよう。しかし、車内販売（ワゴンサービス）にくら

べると一歩譲って約1/2に相当し、7～8万円程度となっている。

　「列車内食事サービスのあり方について一石を投じ、乗客に対するイメージアップ

が図られた。カフェテリアつき列車は積極的取組みが必要かと思われる。販売商品に

は旧来の品種のほか、ポテンシャルのあるユニークなものを開発して「走るコンビニ

店」をより充実した形で進めたい」――車両を受け持つJR東日本東北地域本社のカフェ

テリア車に対する談である。

●〈北斗星〉〈トワイライトエクスプレス〉の誕生
　1987年（昭62）4月1日、国鉄がJRに移行するのに歩調をあわせて、列車食堂営業者の

最大手――日本食堂も新体制への変身を図る。同社はJR発足直前の3月、企業の将来

展望を図ることを目的として、店舗・列車内営業全般にわたるヒアリングキャンペー

ンを実施していた。ことに列車内営業のメニューとサービスのあり方を重視して旅客

の要望を今後に生かして経営面に反映させるための調査であった。

　アンケート回収の結果は3万3,000点にも達し、同社が創立されて50年後に初めて問

うた旅客の意見の積極的聴取は、国鉄一辺倒の諾否姿勢による庇護経営から離れ、自

立する企業を自覚してのことだったと受けとめる。

　これを踏まえて、1987年（昭62）10月には「日本食堂」のブランド名を「J.DINER」（J.D）

列車食堂の歴史5 24.6.18, 14:10Page 236 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



食堂車の明治・大正・昭和

著 者	 	 かわぐち つとむ
発行者	 	 山田 国光

発行所	 株式会社グランプリ出版
	 〒101-0051　東京都千代田区神田神保町1-32
	 電話 03-3295-0005㈹　FAX 03-3291-4418
	 振替 00160-2-14691

印刷・製本	 モリモト印刷株式会社

著者紹介

かわぐちつとむ（川口　力）

1931年浜松市生まれ。1955年駒沢大学卒業、日本国有鉄道

に入職。主として食堂車を初めとし、関連事業管理・開発

部門に従事。1987年に退職。鉄道ジャーナル、旅と鉄道な

どの鉄道誌、中部日本新聞、タウン誌にいがたなどに旅や

駅弁、花、食堂車について執筆する。共著『うまい駅弁味

めぐり』『西日本駅弁紀行』がある。


